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〒137-8081 
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で24時間承っておりますので、ご利用ください。 
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株主の皆様におかれましては、
ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
また、平素より当社の事業運営に格別のご高配を賜り
厚く御礼申し上げます。

2008年3月期の中間決算は、海外たばこ事業において、
ギャラハー社の連結が開始されたことに加え、
継続的な売上成長等により売上高、各利益ともに、
中間期の過去最高を更新しました。
また、国内たばこ事業については、
昨年の増税影響もあり、販売数量は減少しましたが、
当上期は、シェアを反転させることができました。
これは主に当社中核ブランドのマイルドセブン・ファミリーに
積極的な販促活動を行い、シェアを反転させたことによるものです。
下期も引き続き、競争の激化等、厳しい状況が続くものと認識していますが、
そうした中でマイルドセブンを中心に通期でシェアの反転を目指して参ります。

株主の皆様におかれましては、当社の事業運営につきまして、
より一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2007年11月
代表取締役社長1
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税込売上高 

　　　税抜売上高 

EBITDA※ 

営業利益 

経常利益 

中間純利益 

23,776 

10,223 

2,423 

1,778 

1,772 

1,226

29,140 

11,986 

2,948 

2,191 

2,010 

1,323

5,364 

1,763 

525 

413 

237 

97

2006年度中間決算実績  2007年度中間決算実績 増減 

（単位：億円） ■表１　２００８年３月期（２００７年度）中間決算 

※EBITDA＝営業利益＋減価償却費 

２００８年３月期（２００７年度）
中間決算のご報告

２００８ 年３月 期（ ２００７ 年 度 ）中 間 決 算 の 概 要

2008年3月期 中間決算は表1をご覧いただく

とおり、増収・増益となりました。

税抜売上高及び営業利益については、国内た

ばこ事業における販売数量の減少があったもの

の、海外たばこ事業においてギャラハー社を連

結したことに加え、販売数量の増加による継続

的な売上成長等により、税抜売上高は、前年同

期比1,763億円増収の1兆1,986億円、営業利益は、

前年同期比413億円増益の2,191億円となりました。

経常利益については、ギャラハー社買収に伴

う資金調達に関連した費用等の発生により、営

業外費用は悪化したものの、前年同期比237億

円増益の2,010億円となりました。

また、中間純利益は固定資産売却益が減少し

たものの、前年同期比97億円増益の1,323億円

となりました。



国内たばこ事業については、引き続き中核ブ

ランドであるマイルドセブン・ファミリーの積

極的な販促活動を行うとともに、本年7月に新

製品「マイルドセブン・アクア・メンソール・

スーパーライト・ボックス」を投入するなど、

ブランド価値の向上に努めています。その結果、

図1をご覧いただくとおり、昨年7月の増税時以

降、四半期毎のマイルドセブン・ファミリーの

シェアは回復を続けています。

図2の半期ごとの比較では、マイルドセブ

ン・ファミリーのシェアは、2006年度下期から

0.4％ポイント上昇しており、これを主因に、

2007年度上期におけるJT製品の市場シェアは、

64.7％と反転しました。

海外たばこ事業の2007年1-6月期の販売数量

は、ギャラハー社を連結したことに加え、「ウ

ィンストン」がロシア、スペイン、トルコ、ウ

クライナで、「キャメル」がスペイン、フラン

ス、ウクライナ、ロシア、イタリアで伸張した

ことにより40.2％の増加となりました。

※海外たばこ事業は2007年1-6月期を連結

各 事 業 の 概 要

国内たばこ事業

海外たばこ事業

JT製品及びマイルドセブン・ファミリーの市場シェア 

JT製品 
（％） 

64.5
64.7

64.2

64.9

64.5

マイルドセブン・ファミリー 
（％） 

31.3
31.6

31.9

31.2

30.5

2006年3月期 2007年3月期 2008年3月期 

7-9月期 10-12月期 1-3月期 4-6月期 7-9月期 7-9月期 10-12月期 1-3月期 4-6月期 

2006年3月期 2007年3月期 2008年3月期 

7-9月期 10-12月期 1-3月期 4-6月期 7-9月期 7-9月期 10-12月期 1-3月期 4-6月期 

■図１　四半期別推移 
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■図２　半期別推移 
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※新ベース＝JTオリジナルブランド＋JTIの国内向け製品（キャメル、ウィンストン、セーラム等） 
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（億本） 
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■図３　１－６月期 販売数量実績 

1,137
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注） 2006年GFB: Winston, Camel, Mild Seven 
 2007年GFB （2007年4月18日以降） :  
 　Winston, Camel, Mild Seven, B&H, Silk Cut, LD, Sobranie, Glamour
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マイルドセブン発売30周年を記念して今年5月に発足

した｢マイルドセブンいごこち研究所｣は、世の中にあ

るいろいろな｢いごこち｣をマイルドセブン独自の視点

で研究・開発し、お客さまにお届けするWebサイト上

のバーチャル機関です。今回はこれまでのいごこち研

究所の活動の中から一部をご紹介します。研究所の情

報は随時更新中。詳しくはWebサイトをご覧ください。

「マイルドセブンいごこち研究所」
活動のご紹介

※Webサイトをご覧いた
だくには、専用のIDとパス
ワードが必要です。IDとパ
スワードは成人喫煙者の確
認をさせていただいた方に
対してのみ発行しておりま
す。詳細はWebサイト
（www.m7-igocochi.com）
でご確認ください。

六本木ヒルズ森タワー52階のマドラウ

ンジに、夜景や食事とともにたばこを

楽しめる｢いごこち｣の良い喫煙スペー

スをオープン。連日多くのお客さまに

お越しいただいています。
※2007年12月31日まで（予定）

湘南・由比ヶ浜にオープンした海の家

｢Paradise-AO｣に協賛。新感覚のビー

チメシやアーティストのライブなど、

大人がゆったりと過ごせる｢いごこち｣

の良さを体験していただきました。
※2007年8月31日をもって終了

マイルドセブン・アクア・メンソール

の発売を記念したキャンペーン。五感

で感じる｢いごこち｣をテーマに開発し

た｢いごこちful｣グッズをお客さまに

プレゼントしました。
※2007年9月30日をもって終了

都会の夜遊び
「マドラウンジ」

ビーチカルチャー研究
｢Paradise-AO｣

｢いごこちful｣なグッズ開発
｢いごこちfulコレクション2007 Summer｣

マイルドセブンいごこち研究所
URL  www.m7-igocochi.com
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2007年度業績予想 
第1四半期時見込 2006年度実績 2007年度業績予想 

中間時見込 

（単位：億円） ■表２　２００８年３月期（２００７年度）業績予想 

※EBITDA＝営業利益＋減価償却費 

増減 

税込売上高 

EBITDA※ 

営業利益 

経常利益 

当期純利益 

2008年3月期（2007年度）の業績予想につい

ては、海外たばこ事業において、販売数量を上

方修正しましたが、予想の前提となる為替レー

トを2円円高に変更したこと及びギャラハー社

買収に伴い発生する商標権の償却費を計上する

こと等により、税込売上高、EBITDA（営業

利益+減価償却費）、営業利益及び経常利益を

第1四半期時見込から下方修正しました。

なお、当期純利益については、固定資産売却

益を上方修正したことから、第1四半期時見込

から修正はありません。

●将来に関する記述等についてのご注意

本資料に記載されている、当社又は当社グループに関

連する業績見通し、計画、方針、経営戦略、目標、予定、

事実の認識・評価等といった、将来に関する記述は、当

社が現在入手している情報に基づく、本資料の日付時点

における予測、期待、想定、計画、認識、評価等を基礎

として記載されているに過ぎません。また、見通し・予

想数値を算定するためには、過去に確定し正確に認識さ

れた事実以外に、見通し・予想を行うために不可欠とな

る一定の前提（仮定）を使用しています。これらの記述

ないし事実または前提（仮定）については、その性質上、

客観的に正確であるという保証も将来その通りに実現す

るという保証もありません。また、あらたな情報、将来

の事象、その他の結果にかかわらず、常に当社が将来の

見通しを見直すとは限りません。これらの記述ないし事

実または前提（仮定）が、客観的には不正確であったり

将来実現しないという可能性の原因となりうるリスクや

要因は多数あります。その内、現時点で想定される主な

ものとして、以下のような事項を挙げることができます

（なお、かかるリスクや要因はこれらの事項に限られる

ものではありません）。

（1）喫煙に関する健康上の懸念の増大

（2）たばこに関する国内外の法令規則による規制等の導

入・変更（増税、たばこ製品の販売、マーケティン

グ及び使用に関する政府の規制等）、喫煙に関する

民間規制及び政府による調査の影響等

（3）国内外の訴訟の動向

（4）国内たばこ事業、海外たばこ事業以外へ多角化する

当社の能力

（5）国際的な事業拡大と、日本国外への投資を成功させ

る当社の能力

（6）市場における他社との競争激化、銘柄嗜好の変化

（7）買収やビジネスの多角化に伴う影響

（8）国内外の経済状況

（9）為替変動及び原材料費の変動

医薬事業の開発状況としては、第1四半期に

糖尿病治療薬「JTT-551」が開発中止となった

ものの、国内で糖尿病治療薬「JTT-651」、海

外で肥満症治療薬「JTT-553」が臨床開発段階

へ移行したことに加え、第2四半期には新たに

C型肝炎治療薬「JTK-652」が海外で臨床開発

段階へ移行するなど、引き続き、開発品の着実

なステージアップとR&Dパイプラインの充実

を図っています。

食品事業については、飲料事業における自動

販売機販路の着実な拡大を図るとともに、基幹

ブランドである「ルーツ」を中心に差別化を徹

底的に追求した新製品等を積極的に開発・投入

しました。加工食品事業においては市販用冷凍

食品のラインナップの充実・強化を図り、事業

規模の拡大及び収益力の強化に努めています。

２００８ 年３月 期 （ ２００７ 年 度 ） 業 績 予 想

■医薬事業　臨床開発品目（2007年10月31日現在） 

開発名 開発段階 適応症 詳　細 権　利 

スイスのロシュ社へ日本を
除く全世界の開発・商業化
権を導出 
 
 
 
 
米国ギリアド・サイエンシズ
社へ日本を除く全世界の開
発・商業化権を導出 

HDL（高密度リポ蛋白：善玉コレステロール）中のコレス
テロールをLDL（低密度リポ蛋白：悪玉コレステロール）
に転送するCETPを阻害することにより、血中HDLを増加
させる脂質代謝異常治療薬 
 

MTPを阻害することにより、コレステロール及びトリグリセ
リドの吸収を抑制し、脂質値を低下させる高脂血症治療薬 
 

HIV（ヒト免疫不全ウイルス）の増殖に関わる酵素であるイ
ンテグラーゼの働きを阻害するインテグラーゼ阻害剤薬 
 
 

HDL（高密度リポ蛋白：善玉コレステロール）中のコレス
テロールをLDL（低密度リポ蛋白：悪玉コレステロール）
に転送するCETPを阻害することにより、血中HDLを増加
させる脂質代謝異常治療薬 
 

副甲状腺細胞のCaSRに作用し、血中Caの感知を阻害
することで副甲状腺ホルモンの分泌を促し、骨の代謝回
転を高めることにより骨形成を促進する骨粗鬆症治療薬 
 

腎臓における尿酸の再吸収に関与するURAT1の働きを
阻害することにより、尿中への尿酸排泄を促進させ、血中
尿酸値を低下させる高尿酸血症治療薬 
 

トリグリセリドの合成に関わる酵素であるDGAT1を阻害す
ることにより、小腸からの脂肪の吸収及び脂肪組織での
脂肪の蓄積を抑制する肥満症治療薬 
 

グリコーゲン分解酵素であるGPの働きを阻害することによ
り、肝臓から血中への糖放出を抑制し、血糖を降下させる
糖尿病治療薬 
 

HCV（C型肝炎ウイルス）の肝細胞への感染過程を阻害
するC型肝炎治療薬 

脂質代謝異常 
 
 
 
 

高脂血症 
 
 

HIV感染症 
 
 
 

脂質代謝異常 
 
 
 
 

骨粗鬆症 
 
 
 

高尿酸血症 
 
 
 

肥満症 
 
 
 

2型糖尿病 
 
 
 

C型肝炎 

国内：Phase1 
 
 
 
 

国内：Phase2 
海外：Phase2 
 

国内：Phase1 
 
 
 

海外：Phase2 
 
 
 
 

国内：Phase2 
海外：Phase1 
 
 

国内：Phase1 
 
 
 

海外：Phase1 
 
 
 

国内：Phase1 
 
 
 

海外：Phase1

JTT-705 
（経口） 
 
 
 

JTT-130 
（経口） 
 

JTK-303 
（経口） 
 
 

JTT-302 
（経口） 
 
 
 

JTT-305 
（経口） 
 
 

JTT-552 
（経口） 
 
 

JTT-553 
（経口） 
 
 

JTT-651 
（経口） 
 
 

JTK-652 
（経口） 

前回（2007年8月9日）公表時からの変更点：JTK-652の海外臨床入り 

医薬事業

食品事業

「いまどき和膳」シリーズ
「れんこんはさみ揚げ」

65

ルーツ「ブラジリアン
カフェ･オレ」

辻利



ギャラハー社買収に伴い手元流動性（現預
金＋有価証券＋現先）等が減少したためです。 

ギャラハー社買収に伴い、のれん、商標権
等が増加したためです。 

ギャラハー社買収に伴い有利子負債（短期
借入金＋社債＋長期借入金）等が増加し
たためです。 

ギャラハー社買収に伴い有利子負債が増加
し、支払利息が増加したこと等により営業
外費用は増加しました。 

固定資産売却益が減少したこと等により、
特別利益が悪化しました。 

主にギャラハー社株式を取得したことによる
ものです。 

主にギャラハー社株式取得に伴い長期、短
期の借入を実施したことによるものです。 
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326,701 

　 
219,170 

　 
12,861 
31,007 

　 
201,024 

　 
12,436 
8,827 
　 

204,633 
　 

68,577 
－ 

3,702 
　 

132,353

536,417 
449,783 

　 
86,634 

　 
45,308 

　 
41,325 

　 
1,948 
19,524 

　 
23,749 

　 
△ 20,157 

413 
　 

3,178 
　 

△ 7,759 
－ 

1,237 
　 

9,700

265,062 

△ 293,227 

△ 6,450 

△ 1,443 

△ 36,059 

920,141 

884,082

175,830 

△ 1,574,126 

584,734 

35,981 

△ 777,580 

1,179,522 

401,941

連結貸借対照表 
（単位：百万円） 

1,840,808 
 

1,523,855 
 

600,435 
229,019 
152,900 
131,817 
86,698 
542,880 
360,681 
154,980 
27,218 
380,538 

 
3,364,663

1,437,145 
 

3,944,667 
 

736,673 
268,738 
212,528 
143,872 
111,534 
2,916,498 
2,189,494 
685,863 
41,140 
291,495 

 
5,381,812

△ 403,663 
 

2,420,812 
 

136,237 
39,719 
59,627 
12,054 
24,836 

2,373,617 
1,828,812 
530,882 
13,922 

△ 89,042 
 

2,017,149

資産の部 
　 
　流動資産 
　 
　固定資産 
　 
　　有形固定資産 
　　　建物及び構築物 
　　　機械装置及び運搬具 
　　　土地 
　　　その他 
　　無形固定資産 
　　　のれん 
　　　商標権 
　　　その他 
　　投資その他の資産　　 
　 
　資産合計 

前連結会計年度 
（2007年3月31日）  科　目 

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

当中間 
連結会計期間末 
（2007年9月30日） 

増減金額 

（単位：百万円） 

前連結会計年度 
（2007年3月31日）  科　目 

956,363 
 

839,951 
 

1,796,315 
 
 
　 

100,975 
 

117,028 
 

2,830 
 

220,834 
 

2,017,149

1,769,560 
 

1,366,802 
 

3,136,362 
 
 
　 

2,021,134 
 

157,122 
 

67,192 
 

2,245,449 
 

5,381,812

813,196 
 

526,851 
 

1,340,047 
 
 
　 

1,920,159 
 

40,094 
 

64,362 
 

2,024,615 
 

3,364,663

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

負債の部 
　 
　流動負債 
　 
　固定負債 
　 
　負債合計 
　   
純資産の部 
　 
　株主資本 
　 
　評価・換算差額等 
　 
　少数株主持分 
　 
　純資産合計 
　 
負債純資産合計 

当中間 
連結会計期間末 
（2007年9月30日） 

増減金額 

前中間 
連結会計期間 
2006年4月1日から 
2006年9月30日まで 

連結損益計算書 

連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円） 

当中間 
連結会計期間 
2007年4月1日から 
2007年9月30日まで 

 

科　目 

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 

（単位：百万円） 

売上高 
売上原価 
　 
　売上総利益 
　 
販売費及び一般管理費 
　 
　営業利益 
　 
営業外収益 
営業外費用 
　 
　経常利益 
　 
特別利益 
特別損失 
　 
　 税金等調整前中間純利益 
　 
法人税、住民税及び事業税 
法人税等調整額 
少数株主利益 
　 
　中間純利益 

前中間 
連結会計期間 
2006年4月1日から 
2006年9月30日まで （ ） （ ） 

（ ） （ ） 

当中間 
連結会計期間 
2007年4月1日から 
2007年9月30日まで 

増減金額 

増減金額 科　目 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物に係る換算差額 

現金及び現金同等物の増減額 

現金及び現金同等物の期首残高 

現金及び現金同等物の中間期末残高 

ギャラハー社の連結開始に加え、海外たば
こ事業における継続的な売上成長等により
増収・増益となりました。 
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1903年　山梨県北都留郡（現・大月市）で生まれる 
1916年　小学校卒業後、東京・木挽町（現・中央区銀座）の質屋に徒弟として住み込む 
1926年　『須磨寺附近』が「文藝春秋」に掲載され、文壇出世作となる 
1943年　『日本婦道記』が第17回直木賞に推薦されるも辞退 （1903年－1967年） 

こだわりある“つむじ曲がり”が 
貫き通した独自の流儀 

山本周五郎―小説家。1999年に、故黒澤明監督の遺志をついで映画化された『雨あがる』は、周五郎の同名短編小説。 
　　　　　　　　他に『椿三十郎』『赤ひげ』などの黒澤作品をはじめ、人情の機微を見事に表現した作品が数多く映画化されている。 
　　　　　　　　本名は清水三十六。 

Shugoro Yamamoto

『グレート・スモーカー　歴史を変えた愛煙
家たち』（祥伝社新書）より一部転載 

写真提供　共同通信社 

山本周五郎 

こ
の
人
に
　
煙
　
草
あ
り
。 

山本周五郎には「曲軒」

というニックネームがあった。

とにもかくにも直情径行、一筋

縄ではいかない頑固な人で、エ

ピソードには事欠かない人物で

あった。 

　まず、同郷のよしみが嫌い。

「せまい日本。出身県にこだわ

ってどうする」ということだっ

たらしい。あと嫌いなものは、

作家なら誰でも欲しがる「直木

賞」。毎日出版文化賞、文藝春

秋読者賞も辞退している。権力

が嫌いだったようだ。したがっ

て、英雄・豪傑ややくざが主人

公になることはなかった。ほか

には、昼間でも雨戸を閉め、電

灯を点けて執筆したなど、多く

の人に“つむじ曲がり”と認め

られるには充分である。 

　しかし、本人にはいずれもそ

れなりの“理由”があった、ら

しい。 

　編集者に対しても好き嫌いが

激しく、「作者の仕事は編集者

との共同作業。作品の出来、不

出来は担当編集によるところ大」

というのが持論で、そのなかで

労働文化社の木村久爾典（1923

～2000）にはとくに目をかけた。

木村が著(あらわ)した『山本周

五郎・青春時代』『同・馬込時代』

『同・横浜時代』の三部作（福

武書店刊、現ベネッセコーポレ

ーション）は周五郎研究には欠

かせない評伝で、そのなかに周

五郎の喫煙法も書かれている。 

　それによると、両切の紙巻た

ばこを一日60本以上吸うヘビー

スモーカーだった。ただし二口

か三口吸うと、惜しげもなく灰

皿に捨てた。「もったいないと

いう人がいるが、こういう吸い

方が最もうまい。たばこは嗜好

品でぜいたく品なのだから“も

ったいない”というのは当たら

ない」と、煙にまいたという。 

　点火にはライターを嫌い、マ

ッチを用いた。それも頭部の発

火部分がすっかり燃えて、炎が

軸木に移ってから点けた。理由

は「すぐに点火すると硫黄くさ

いから」だった。 

　灰皿も、水を少し入れた皿と

空の皿の二つを並べ、水の皿で

吸い殻の火を完全に消してから

空の皿に捨てた。客がこれを守

らないと注意し、二度繰り返す

と「きょうはこれで帰ってくだ

さい」と“曲軒ぶり”を発揮。

たばこは缶入りの「ピース」、

のちに「ニコチンの量が少ない

から」と「しんせい」に変えた

が、周五郎流の喫煙法は頑とし

て改めなかったという。 

　酒も大好きで「おれは飲まな

いヤツとは付き合わないが、酒

に飲まれて乱れる人間とも付き

合わない」という酒仙だった。 

　また、モノに執着しない浪費

家であった。まだ新幹線が走っ

ていなかったある夜、いつもの

ように“周五郎番”の編集者た

ちと銀座で飲んでいて、突然「こ

れから神戸へ牛肉を食べに行こ

う」と、一同を引き連れて夜行

列車に乗った。翌日食べ終わる

と「さあ東京に帰ろう」と言い

出し、せっかく来たのだから京

都へでも……と名残惜しそうな

顔の編集者に「おれは京都見物

に行くとは言っていない」と、

さっさと東京に引き返したとい

う。 

　人が“曲軒”と言おうが、よい

作品を書くために生涯自説を貫

き通した“孤高の文士”だった。 

がん 

く に のり 

きょくけん 

ひとすじ 

なわ 

つ 

いおう 

さ と む  
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残留農薬管理の強化 
 

　JTでは、化学肥料や農薬への過度の依存を

防ぐ厳しい自社基準を設けていますが、2006年

5月より実施されたポジティブリスト（※）制度を受

け、従来以上に徹底した農薬管理体制を強化し

ています。厳密な検査やデータ管理、新しい農

薬使用基準に合致した農薬選定、周囲からの飛

散農薬侵入の防止など、残留農薬の低減を推進

しています。 

 
※ポジティブリスト：残留基準が設定されていない農薬な
どが一定量を超えて残留する食品の流通・販売を禁止する
制度。2006年5月より施行され、対象となる農薬などのリ
ストと農作物ごとの残留基準が設定され、生鮮食品だけで
なく、加工食品を含むすべての商品が対象とされています。 

食 品 事 業 の ご 紹 介  

「一番大切な人に食べてもらいたい」の想いで 
おいしくて安全・安心な商品をお届けします 

トレーサビリティへのこだわり 
 

　豪州の子会社で生産される天然素材系調味料

「ポークエキス」では、原料の豚骨は、養豚農

家から、子豚供給業者、飼料メーカーまで詳細

にさかのぼることができるトレーサビリティ（※）

の明確な優良原料を使っており、飼育や投薬の

履歴も、飼育豚のロット単位で把握できます。 

　また、冷凍野菜「グリーンジャイアント
R
」シ

リーズの一部の商品は、中国上海市崇明島にあ

る専用農地と自社生産工場で一貫して生産され

ています。現地に社員を駐在させ、専用品種の

選定から栽培指導、管理などを徹底し、不適切

な農薬の侵入防止のため、農場の土壌や用水の

検査および工場と日本での二重の残留農薬検査

を実施しています。 

 
※トレーサビリティ：原材料の出所や食品の製造元、販売
先など、生産段階から最終消費段階、廃棄段階までの追跡
を可能にすることです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●飲料事業 
 

　コーヒーの「Roots（ルーツ）」を基幹ブラン

ドとして、独自技術から他社にないクオリティ

にこだわった商品を継続的に市場に投入してい

ます。また、自動販売機オペレーター子会社で

ある1ジャパンビバレッジ等を中心として、事

業規模を着実に拡大してきました。 

 

 

 

●加工食品事業 
 

　冷凍加工食品の分野では、多彩なメニューを

取りそろえた「お弁当大人気！」シリーズをは

じめ、和食の「いまどき和膳」シリーズなど、

さまざまなジャンルで豊かな食生活に貢献して

います。ベーカリーの分野では1サンジェルマ

ンを中心として、自社技術を活用した付加価値

の高いパンの開発・販売を進めています。また、

チルド加工食品の分野では、豪州を中心に事業

基盤を強化・拡大しています。 

 

 

 

●調味料事業 
 

　天然素材由来の調味料事業の基盤強化・拡大

を図りつつ、お客様のニーズに応える調味料の

開発を進めています。具体的には、自社独自の

技術で開発した高付加価値型酵母エキスや優良

原料を使用した昆布・かつお・ポークなどの抽

出エキスの生産、販売に注力しています。 

JTの食品事業の基本理念は「一番大切な人に食べてもらいたい」。 

飲料・加工食品・調味料を柱とする綜合食品メーカーとして、 

お客様が求める新しい価値を生み出すことを目指しています。 

ルーツ 
「アロマブラック」 

ルーツ 
「リアルブレンド プロダクト」 辻利 

「お弁当大人気！」シリーズ 
「ミニ春巻」 

「いまどき和膳」シリーズ 
「れんこんはさみ揚げ」 

業務用調味料 

JTでは、食品は第一に「安全・安心」でなければならないとの考えの下、 

お客様のニーズに応える商品と新たな価値を生み出すことを目指し、 

事業の充実・強化を図っています。 

「一番大切な人に食べてもらいたい」からこそ、「安全・安心」を追求し、 

原料調達から、開発、製造、販売までの各段階において 

以下の取り組みを行っています。 

食品事業におけるCSRの取り組み 

すうめいとう 

原 料  
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酵母 昆布 

ポーク かつお 

抽出 

お客様への正しい情報伝達 
 

　お客様に正確な情報をお伝えするため、商品

パッケージにおける商品の成分表示を充実させ

るとともに、その商品を使った新しい料理法な

どを紹介しています。冷凍野菜 ｢グリーンジャ

イアント
R
｣ のパッケージでは、原料を栽培した

農場番号を記載し、その番号と賞味期限からト

レーサビリティ情報が分かるようにしています。 

食 品 事 業 の ご 紹 介  

アレルギー成分表示 
 

　冷凍加工食品のパッケージには、表示義務の

ある情報のほか、厚生労働省が定めた25品目を

対象とした原材料のアレルギー物質についても

分かりやすく表示し、安心して商品を購入して

いただける情報提供に努めています。 

販 売  

包装材の改善 
 

　JTでは、包装材の環境対応を進めています。

冷凍加工食品では ｢2種のたれつき肉だんご｣に

紙トレーを採用し、従来のプラスチックトレー

に比べ、枯渇資源の使用量低減とともに、廃棄

時の減容化を実現しました。 

　また、飲料用PETボトルに使用するラベル

の軽量化を実施しています。 

天然素材系調味料へのシフト 
 

　JTは、天然素材系調味料へのシフトを積極

的に進めています。優良原料から抽出した天然

エキス（昆布・かつお・ポークなど）や酵母エキ

スなどの加工食品メーカー向け商品は、外食産

業や学校給食などでも利用されています。また、

加工食品商材に使用する調味料の天然調味料化

を進めています。 

衛生と完全性を 
徹底追求した製品づくり 

 

　JTグループの食品製造工場では、国際的な

食品の衛生管理システムHACCP（※）や、これに

準じたJT独自のマニュアルに沿った自主的な

衛生管理、品質管理を行っています。 

 
※HACCP：Hazard Analysis Critical Control Point（危害分
析重要管理点）の略。科学的に作成されたマニュアルに沿
って、原材料から最終製品までの工程ごとに、品質・衛生
管理を行うことで病原菌の汚染や増殖を防ぎ、食中毒など
の食品事故を予防する国際的手法です。 

 

品質管理体制の強化 
 

　国内はもちろん、海外の製造拠点や原料の調

達先においても、安全・安心に関するシステム

や意識の浸透を図るため、JTの品質管理部門

による現地調査や指導を徹底し、検査体制やト

レーサビリティの強化に力を入れています。 

開 発  

製 造  

JTグルメWorld

グリーンジャイアントR 
「カットほうれん草」 

一番大切な人に食 べ てもらい た い 。 

賞味期限、農場番号から栽培農場はもちろん、農場ごとの種
まきから収穫までの栽培履歴や管理者などが、すぐ分かるよ
うにデータベース化されています。 

商品ラインアップはもちろん、 
トレーサビリティの詳しい取り組みや、 
食品、食材、料理に関する情報を 
ホームページで随時紹介しています。 

URL　http://www.jti.co.jp/food/
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株 主 優 待 商 品 の ご 案 内  

JTグループはあらゆる活動を通じて、ステークホルダーの皆様に 

｢かけがえのないDelight｣ ＝ ｢期待を超える驚き、歓びといった、 

JTならではの付加価値｣をご提供していきたいと考えています。 

今回の優待商品は、2008年のカレンダーと、コーヒーの ｢ルーツ｣を基幹ブランドとして、 

独自の視点と高度な技術力・開発力をベースに 

お客様に愛される商品開発を続ける飲料事業部より、厳選の商品をお届けします。 

ギャバ クール ウォーター 

ルーツ｢アロマブラック｣ 
300gボトル缶 
 
｢豊かな香り｣ と ｢キレのある後口｣ が楽
しめる、広口ボトル缶・ブラック無糖コー
ヒーです。｢新じっくり焙煎｣ により、従来
と比べて香り成分が約110％にアップ。さ
らに香ばしいアロマを高めました。 

ルーツ｢リアルブレンド 
プロダクト｣ 
190g缶 
 
JT独自の技術を集結し、コーヒー豆の香
りとコクをたっぷり引き出しました。新形状
｢広口フタ｣ の採用で、缶を開けたときは
もちろん、ひと口目からの ｢香り立ち｣ の
良さを実現しました。 

ルーツ｢デミタス 
ディープハーモニー｣ 
170g缶 
 
アフリカ産豆がベースのコク深く香り高い
コーヒーに、クリームの柔らかさが調和し
た豊潤な味わいです。ルーツ独自の乳素
材に加え、新たに ｢バターミルク｣ を使
用し、コクと滑らかさをアップしました。 

ルーツ｢アロマブラック 
ホットブレンド｣ 
275gボトル缶 
 
無糖ブラックコーヒー ｢アロマブラック｣
のホット専用商品として、ホットでより香り
が引き立つよう、ブレンドを調整しました。「豊
かなコク」と「淹れたての味わい」をお楽
しみください。 

ルーツ｢ローストワン 
ブラジリアン カフェ・オレ｣ 
185g缶 
 
コーヒーの程よく強いコクとミルクのまろや
かさにこだわった、カフェオレタイプのコー
ヒーです。豆は、ミルクと相性の良いブラ
ジル豆を100％使用、乳原料はすべて北
海道産を使用しました。 

ルーツ｢カスタムブレンド 
ビットスタイル微糖｣ 
165g缶 
 
糖類を77％カットし、さらに砂糖の吸収を
抑制するといわれるL－アラビノースと、体
内に蓄積されにくい脂肪分といわれる中鎖
脂肪酸を配合しました。豊かなコクも楽し
める、新スタイルのコーヒーです。 

辻利 
500mlペットボトル 
 
京都宇治の老舗茶舗「辻利一本店」と2
年間の期間をかけて協業開発。繊細優
美な和の感性を楽しむ新緑茶飲料です。
「品」と「繊細さ」を表現するため、「辻利
一本店」の職人厳選の茶葉で淹れました。 

GABA COOL WATER  
500mlペットボトル 
 
現代人に不足しがちなミネラル分だけでなく、
ストレス社会の注目機能素材“GABA（ギ
ャバ）（Y－アミノ酪酸）”を1本当たり50mg
配合。大学との共同研究の成果を基に
開発された高機能性飲料です。 

大地が磨いたきれいな水 
520mlペットボトル 
 
山系の地層で磨かれた天然の水を自然そ
のままにパックした、ナチュラルミネラルウ
ォーターです。天然水らしいおいしさをお
楽しみください。口当たりまろやかで飲み
やすい軟水です。 

桃の天然水 
500mlペットボトル 
 
桃果汁と天然水で仕上げた、甘さすっき
りニアウォーター。みずみずしい桃のおい
しさをご賞味ください。 

四
季
折
々
の
風
景
写
真
が
美
し
い
、 
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利
な
壁
掛
け
タ
イ
プ
の
カ
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ー
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す
。 
２００８年 
カレンダー 
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植 林 ／ 森 林 保 全 活 動  

　JTとJTグループの海外たばこ事業を担うJT

インターナショナルは、2007年1月からアフリカ

のタンザニアとマラウイで、植林／森林保全活

動を開始しました。 

　アフリカでは、木材が家庭用燃料などに使用

されることから、樹木伐採に伴う森林破壊が近

年社会問題となっています。中でも、タンザニ

アとマラウイは、アフリカでも有数の葉たばこ

産地としてJTグループと密接な関係にあり、

また、葉たばこの乾燥にも木材が使用されてい

ます。そこで、森林再生の重要性を考慮し、タ

ンザニアとマラウイで植林／森林保全活動を開

始しました。 

　この活動では、植林に加えて、天然の森林の

保全、木材消費量の低減、灌漑、安全な水の確

保や公衆衛生の向上にも計画的に取り組んでい

ます。 

 

　「JTの森」のもう一つの特徴として、社員の

環境教育の場となっていることが挙げられます。

「JTの森」では、春と秋にJTグループの社員と

家族が植林や下草刈り、間伐に参加し、環境を

守ることの大切さや大変さを学ぶ機会を設けて

います。これは、地域の方々の協力によって実

現したもので、単なる環境教育の場に終わらず、

地域の方々との交流の場にもなっています。　

　2005年にスタートした「JTの森」活動は、現在、

和歌山県、山梨県、高知県、鳥取県の国内4か所。

2008年度には7か所に拡大する予定です。 

海外での活動 

森の再生への第一歩となる植林活動 

木々の育成を促進させるためには適切な間伐作業も必要 

2007年秋 小菅にて 

JTのたばこ事業では葉たばこ、食品事業では野菜、茶葉など植物を中心とした 

自然由来の原材料を使用しており、いわば自然の恵みによって事業が成り立っているといえます。 

JTは、事業を支える自然への感謝と企業の社会的責任の観点から、 

自然環境保全への取り組みとして、国内外で植林／森林保全活動を推進しています。 

J T の事業は 
自然の恵みによって 
成り立っています 

森の再生を目指す「JTの森」活動 

　「自分たちの森を再生したい。」という地域の

方々の想いにこたえるのが「JTの森」活動です。 

荒廃した森は、何らかの理由で十分な手入れが

行われず、森の生長サイクルが止まっています。

「JTの森」活動は、植林や間伐などを行うこと

でこの止まったサイクルを再び動かし、荒れた

森を再生することを目指しています。荒廃した

森をどのように再生するのか、必要な手入れは

何か。地域の方々が中心となって植生に合わせ

た整備計画をつくり、地元の森林組合が植林や

下草刈り、間伐といった実際の作業にあたります。 

　また、森を健全な状態で維持し、将来にわた

って森と人とが共存していくためには、人が森

に入り手入れをすることも欠かせません。そこ

で、「JTの森」では、歩道などの整備も行って

います。 

植栽前 
1地拵え 

１年目 
2植林 

１～３年目 
3補植 

～７年目 
4下草刈り 

８～２０年目 
5つる切り 

森林の再生に必要な期間は、 
60～80年程度 

８～２０年目 
6除伐 

１０～３０年目 
7枝打ち 

２１年目～ 
8間伐 

６０年目～ 
9主伐 

森林再生のサイクル 

｢JTの森｣概要 

●名称 
　JTの森　中辺路 

●名称 
　ＪＴの森　小菅 

●実施内容 
　実 施 地：和歌山県田辺市中辺路町 
　面　　積：約50ha 
　活動内容：植林、下草刈りなど 
　活動期間：2005年1月～（10年間） 

●名称 
　ＪＴの森　奈半利～サンゴを守る森～ 

●実施内容 
　実 施 地：高知県安芸郡奈半利町 
　面　　積 ：約160ha 
　活動内容：間伐、広葉樹の植林など 
　活動期間：2006年11月～（5年間） 

●名称 
　JTの森　智頭 

●実施内容 
　実 施 地：鳥取県八頭郡智頭町 
　面　　積 ：約23ha 
　活動内容：広葉樹の植林、下草刈り、 
　　　　　　間伐など 
　活動期間：2007年8月～（5年間） 

●実施内容 
　実 施 地：山梨県北都留郡小菅村 
　面　　積 ：約13ha 
　活動内容：広葉樹の植林、間伐 
　　　　　　下草刈りなど 
　活動期間：2006年3月～（5年間） 

智頭町 

小菅村 

奈半利町 

ち  ず 

こすげ 

な は り  なかへち 

田辺市 
中辺路町 
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9月1日、2日の両日、新潟県柏崎市西山地区

に設置された西山災害ボランティアセンターに

JT新潟支店から27名（1日8名、2日19名）が集ま

り、7月16日に発生し

た新潟県中越沖地震で

被災された世帯の仮設

住宅への引っ越し作業

を手伝いました。

引っ越し作業では、

地割れで足場が悪くな

っている中、家屋から

家具や電化製品を運び

出し、ぎっしりとトラックに積み込みました。

また、引っ越し先となる仮設住宅の扉は狭く、

大きな荷物は横幅ギリギリのため、運び込む順

番を考えながらの作業となりました。

作業終了後には、ボランティアセンターのイ

ベントで配られた焼きそばとたこ焼きを近隣の

仮設住宅に配達。笑顔で受け取ってくださる被

災者の皆様に作業の疲れも癒されました。

JT新潟支店では、2004年の中越地震での活

動をきっかけに、迅速かつ継続的にボランティ

ア活動に取り組んでいくことにしています。中

越沖地震での活動は、7月18日の初参加から数

えて今回で6回目となりますが、今後も柏崎市

を中心に継続して活動を行っていく予定です。

●契約農家直送の新鮮な卵をふっくらと焼き上

げました。国産鶏肉と4種類の国産野菜（に

んじん、たまねぎ、インゲン、ほうれん草）

入りで、ごはんによく合う一品です。

●｢お弁当大人気！｣シリーズは、バラエティー

豊かなラインアップで、個性化、多様化する

お客様のニーズにお応えしていきたいと考え

ています。

ルーツの技術を結集した、香り高い缶コーヒー 

●ご好評をいただいている無

糖ブラックコーヒー「ルー

ツ アロマブラック」のホッ

ト専用バージョンです。

「アロマブラック」のコク

とアロマがさらに際立つよ

う、ホット用に新しく豆を

ブレンドしました。

●パッケージは、「アロマブ

ラック」のシンプルなデザ

インを踏襲しながら、ゴールドを使用するこ

とで温かみと高級感を表現しました。

●厳選したアラビカ種の豆を

100％使用し、｢新じっくり焙

煎｣でコーヒー豆の香りとコク

をたっぷり引き出しました。

また、加熱による香味の変化

を抑えるため、殺菌時の加熱

時間を大幅に短縮させた

｢HTST（高温短時間）製法｣

を導入するなど、JT独自技術

の粋を結集した砂糖ミルク入り缶コーヒーです。

●新形状「広口フタ」の採用で、缶を開けたと

きから香り立ちの良さを実現しています。

ルーツ「リアルブレンド
プロダクト」

ルーツ「アロマブラック
ホットブレンド」

「お弁当大人気！」シリーズ
「新鮮卵のふっくらオムレツ」

｢豚角煮バーガー｣

リニューアル

20

●とろ～り特製の豚角煮とチンゲン菜を、ホカ

ホカの中華まんの生地で贅沢にサンドしまし

た。寒い季節にぴったりの、ふっくらボリュ

ーム満点の中華バーガーです。

●内袋のままレンジでチン！ お皿やお箸を使

わずに手軽に調理、喫食できるワンハンドス

ナックです。お子様の軽食から、朝食・夜食

まで幅広くお使いいただけます。

1個入（100g）

好評発売中
4個入（140g）

275gボトル缶／130円
（希望小売価格　消費税別）

190g缶／115円
（希望小売価格　消費税別）

有機丸大豆醤油使用の和風味 

｢ホット専用｣でさらに際立つコク・アロマ！ 

豚角煮のボリュームととろ～り感がアップ！ 

好評発売中好評発売中

いつでもお好きなときにJTの飲料商品をお買い求めいただけます。 JTオンラインショップ　http://www.shopjt.com/ 

JT商品のご案内

8月20～28日、（財）アフィニス文化財団主催の

第19回「アフィニス夏の音楽祭」が長野県飯田

市とJTアートホール アフィニス（東京都港区）

で開催されました。

この音楽祭は日本のオーケストラのレベルア

ップを図ることを目的に、国内および海外の一

流音楽家の方々をお招きし、演奏会やセミナー、

ワークショップなどさまざまなプログラムが行

われるイベントです。

今年は、音楽監督の四方恭子さんや指揮者の

下野竜也さん、ハンブルク北ドイツ放送響のコ

ンサートマスターなど15名の講師陣と、全国各

地の多数のオーケストラ団員の方々が参加しま

した。室内アンサンブルを中心とした公開セミ

ナーでは、5～9名程度のアンサンブルに講師が

加わってレッスンを行い、生き生きとした演奏

が出来上がっていく様子が見られました。

また8月25日には、飯田文化会館がクラシッ

クに身近に触れることができる「あいうえ音楽

館」に変身。地元の小・中学生やアマチュア音

楽家も参加した「あいうえオーケストラ」、オー

ケストラの楽器を体験する「あいうえ音楽教室」

などの催しが行われました。

長野県飯田市からJTアートホールアフィニス

に舞台を移して8月28日に開催された「東京演

奏会」では、飯田で腕を磨いた参加者たちが、観

客の皆さんにセミナーの成果を披露しました。

■ 第19回｢アフィニス夏の音楽祭｣を開催

■ JT新潟支店の有志が中越沖地震のボランティアに参加

NEWS
●ニュース掲示板
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「あいうえオーケストラ」では、地元飯田市の小・中学生もオーケ
ストラに参加して演奏を披露

足場の悪さで家具や電化製品を
運び出すのも一苦労
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●名義書換をするには？
株式を購入されたり、株券保管振替制度のご利用を

取り止められた時には、お早めに名義書換の手続きを
お取りください。名義書換の手続きがお済みでない場
合には、株主総会の招集ご通知をはじめとした各種発
送物がお手元に届かないばかりでなく、配当金等のお
支払いについても以前の名義の方に支払われることに
なります。

◎名義書換の手続き
1三菱UFJ信託銀行（株）又は野村證券（株）にお越しいた
だく場合
三菱UFJ信託銀行1の本支店又は野村證券1の本

支店へ、株券と印鑑（お届出印となります）をご持参
ください。その場で名義書換請求書にご記入してい
ただき、一旦株式をお預かりして手続きをさせてい
ただきます。手続きが終了し、お手元に株券が戻るま
でには10日前後かかります。書換手数料は不要です。

2他の証券会社を通じて行う場合
上記以外では、証券会社でも名義書換を依頼する

ことができます。必要なものは上記と同じですが、
書換手数料がかかり、また場合によっては手続きに
時間がかかることもありますので、手数料額・所要
日数等詳しくは当該証券会社におたずねください。

3郵便をご利用の場合
名義書換請求書を郵送するなど、名義書換に郵便

をご利用になることもできます。詳しくは三菱UFJ
信託銀行1にお問い合せください。

●住所変更をするには？
株主総会招集ご通知、配当金領収証（旧郵便振替支

払通知書）又は配当金計算書、株主優待商品等はご登
録の住所あてにお送りさせていただいております。引
越し等により、ご住所に変更があった場合には、三菱
UFJ信託銀行1又は野村證券1へ速やかにお届出をお
願いいたします。
なお、株券保管振替制度をご利用の株主様は、お取

引の証券会社等で手続きをお取りください。

◎住所変更の手続き
1三菱UFJ信託銀行（株）又は野村證券（株）にお越しいた
だく場合
三菱UFJ信託銀行1の本支店又は野村證券1の本

支店へ、お届出印をご持参ください。その場で変更
届にご記入し、ご提出していただきますと、手続き
をさせていただきます。手数料は不要です。

2郵便をご利用の場合
三菱UFJ信託銀行1にお電話いただきますと、変

更届をお送りいたしますので、必要事項をご記入の
うえ、ご返送ください。株券のご提出は不要です。
ご返送の費用についてはご負担いただくことになり
ますが、それ以外には手数料はいただきません。

●配当金の受取方法は？
1配当金のお受取方法の種類

配当金のお受取方法については、現金受取と口座
振込がございます。口座振込をご選択いただきます
と安全かつ確実に配当金をお受け取りいただけま
す。
現金受取をご選択の株主様には、配当金領収証

（旧郵便振替支払通知書）をお送りいたしますので、
お近くのゆうちょ銀行又は郵便局でお早めにお受け
取りください。
口座振込をご選択の株主様には、あらかじめご指

定いただいた銀行・ゆうちょ銀行等の口座に配当金
が直接振り込まれます。また、期末（中間）配当金計
算書もお送りいたします。

2現金受取から口座振込への変更
現在、現金受取を選択されており、これから金融

機関等への口座振込を希望される株主様は、当社の
株主名簿管理人であります三菱UFJ信託銀行1へご
連絡ください。

●配当金関係の書類が届かない場合、又は配当金
領収証（旧郵便振替支払通知書）を紛失した、あ
るいは払渡し期間を過ぎてしまった場合は？
上記の理由等により、配当金をお受け取りいただけ

なくなっている株主様は、当社の株主名簿管理人であ
ります三菱UFJ信託銀行1へご連絡ください。

株式の諸手続きについてのお問い合せ先は
当社株式の手続きにつきましては、下記、当社の株

主名簿管理人であります三菱UFJ信託銀行1までお問
い合せください。また、同行本店及び全国各支店並び
に野村證券1全国本支店におきましても各種手続きの
お取り次ぎをいたしますのでご利用ください。
なお、住所変更、配当金振込指定・変更に必要な各

用紙及び株式の相続手続依頼書のご請求につきまして
は、フリーダイヤル（0120-244-479）で24時間承ってお
りますので、ご利用ください。

●お問い合せ先
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
フリーダイヤル 0120-232-711
（受付時間 土・日・祝日を除く 9:00～17:00）
郵便物送付先
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
各種手続用紙のご請求
フリーダイヤル 0120-244-479
（三菱UFJ信託銀行1 24時間テレホン自動音声応答
サービス）

株式の諸手続きについて
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取締役

取締役会長　　　　　涌井　洋治
代表取締役社長　　　木村　　宏
代表取締役副社長　　小幡　一衛
代表取締役副社長　　武田　宗高
代表取締役副社長　　熊倉　一郎
代表取締役副社長　　山田　良一
取締役　　　　　　　大久保憲朗
取締役　　　　　　　岩井　睦雄
取締役　　　　　　　小泉　光臣
取締役　　　　　　　新貝　康司
取締役相談役　　　　本田　勝彦

監査役

常勤監査役　　　　　住川　雅明
常勤監査役　　　　　立石　久雄
監査役　　　　　　　村山　弘義
監査役　　　　　　　藤田　太寅

執行役員

社長 木村　　宏
副社長　　　　（企画・CSR・人事・監査担当） 小幡　一衛
副社長　　　　（財務責任者 兼 コンプライアンス・食品事業担当） 武田　宗高
副社長　　　　（たばこ事業本部長 兼 特機事業担当） 熊倉　一郎
副社長　　　　（コミュニケーション・総務・法務担当） 山田　良一
専務執行役員　（法務責任者） 下村　隆一
常務執行役員　（たばこ事業本部　副本部長） 渡邊善治郎
常務執行役員　（たばこ事業本部　マーケティング＆セールス責任者） 小泉　光臣
常務執行役員　（たばこ事業本部　製造統括部長） 飯島　謙二
常務執行役員　（たばこ事業本部　原料統括部長） 久野　辰也
常務執行役員　（たばこ事業本部　渉外企画責任者） 佐藤　誠記
常務執行役員　（医薬事業部長） 大久保憲朗
常務執行役員　（医薬事業部　医薬総合研究所長） 石黒　繁夫
常務執行役員　（食品事業本部長） 岩井　睦雄
常務執行役員　（人事責任者） 村井　良行
常務執行役員　（コミュニケーション責任者） 志水　雅一
執行役員　　　（たばこ事業本部　研究開発統括部長） 前島　宏敏
執行役員　　　（たばこ事業本部　ブランド統括部長） 藤崎　義久
執行役員　　　（たばこ事業本部　製品開発統括部長） 岩波　　正
執行役員　　　（たばこ事業本部　事業企画室長） 佐伯　　明
執行役員　　　（食品事業本部　飲料事業部長） 塩澤　義介
執行役員　　　（食品事業本部　食品事業部長） 日野三代春
執行役員　　　（企画責任者） 古谷　貞雄
執行役員　　　（総務責任者） 西野　和博
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第一次売出 
入札による売出し 
落札価格　136万2千円～211万円（落札価格決定日　94年8月29日） 
入札によらない売出し 
売却価格　143万8千円（売却価格決定日　94年8月31日） 
 
第二次売出 
売却価格　81万5千円（売却価格決定日　96年6月17日） 
 
第三次売出 
売却価格　84万3千円（売却価格決定日　04年6月7日） 

※2006年4月1日に1：5の株式分割を実施。2006年3月以前の株価は遡及して修正。 

■ 株価の推移　1994年10月27日上場～2007年10月　当社株価（東証終値,月間）


